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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物品にタグを貼り付け、リーダライタで読み取ったタグの数を数えることにより、物品
の数を検出するタグ読み取り装置であって、
　物品の搭載位置に、物品が載せられると遮蔽される、物品の搭載順に従って物品の個数
を示す情報を保持するタグが貼り付けられた物品搭載手段に載せられている物品の数と、
該物品搭載手段に貼り付けられたタグの数量情報とから、該物品の搭載位置のタグの有す
る情報の内、最も小さい値を実際に物品が載せられている数として認識し、物品に貼り付
けられているタグの数と、実際に物品が載せられている数とを比較することにより、タグ
の読み取りが正しく行われたか否かを判断する判断手段
を備えることを特徴とするタグ読み取り装置。
【請求項２】
　物品にタグを貼り付け、リーダライタで読み取ったタグの数を数えることにより、物品
の数を検出するタグ読み取り装置であって、
　物品の搭載位置に、物品が載せられると遮蔽される、搭載可能な最大の物品の個数を示
す情報を保持するタグと、物品によって遮蔽されない、搭載可能な最大の物品の個数を示
す情報を保持するタグとが貼り付けられた物品搭載手段に載せられている物品の数と、該
物品搭載手段に貼り付けられたタグの数量情報とから、物品の貼り付けられたタグの個数
と、該物品搭載手段上の遮蔽されていないタグの数から１を引いた値との和を、該物品搭
載手段に貼り付けられたタグから読み取られる搭載可能な最大の物品の個数を示す情報と
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比較することにより、タグの読み取りが正しく行われたか否かを判断する判断手段
を備えることを特徴とするタグ読み取り装置。
【請求項３】
　前記物品搭載手段には、載せられるべき物品の個数そのものを数量情報として保持した
第２のタグが貼り付けられていることを特徴とする請求項１または２に記載のタグ読み取
り装置。
【請求項４】
　タグの読み取りが正しく行われなかった場合には、所定回数の範囲内で、繰り返し、タ
グの読み取りを行うことを特徴とする請求項１または２に記載のタグ読み取り装置。
【請求項５】
　タグの読み取りが正しく行われなかった場合には、その旨を作業者に通知する通知手段
を更に備えることを特徴とする請求項１または２に記載のタグ読取装置。
【請求項６】
　リーダライタが物品に貼り付けられたタグを読み取り可能である、物品を搭載して移動
するための搭載装置であって、
　物品の搭載位置に、物品が載せられると遮蔽される、物品の搭載順に従って、搭載され
ている物品の個数を示す情報を保持するタグが貼り付けられている搭載装置。
【請求項７】
　リーダライタが物品に貼り付けられたタグを読み取り可能である、物品を搭載して移動
するための搭載装置であって、
　物品の搭載位置に、物品が載せられると遮蔽される、搭載可能な最大の物品の個数を示
す情報を保持するタグと、物品によって遮蔽されない、搭載可能な最大の物品の個数を示
す情報を保持するタグとが貼り付けられている搭載装置。
【請求項８】
　載せられるべき物品の個数そのものを数量情報として保持した第２のタグが貼り付けら
れていることを特徴とする請求項６または７に記載の搭載装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＲＦＩＤタグの一括読み取り装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　製造・物流などの分野において、ＲＦＩＤリーダライタを用いて、ＲＦＩＤタグがそれ
ぞれ取り付けられた複数個体を一括して認識することを必要とする場合がある。
　ＲＦＩＤタグにおいては、アクセス可能範囲にある複数のタグを一括して連続にリード
またはライトすることが可能である。この際、リーダライタにて認識できたタグに対して
のみアクセスを行うのであって、当然のことながら、認識できなかったタグの有無は判断
できない。
【０００３】
　実際には、タグの方向・位置により、あるいは、タグの不良により、認識できないタグ
が発生する場合があり、このような認識できなかったタグの有無を判断することが、一括
アクセスの精度向上において重要である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、リーダライタを用いてタグの認識する場合に、認識できなかったタグ
の有無を判断可能なＲＦＩＤタグ読み取り装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のタグ読み取り装置は、物品にタグを貼り付け、リーダライタで読み取ったタグ
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の数を数えることにより、物品の数を検出するタグ読み取り装置であって、載せられてい
るべき物品の数に関する数量情報を持つタグが貼り付けられた物品搭載手段に載せられて
いる物品の数と、該物品搭載手段に貼り付けられたタグの数量情報とを比較し、タグの読
み取りが正しく行われたか否かを判断する判断手段を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　所定の範囲に存在する複数のタグに連続してアクセスする一括アクセスにおいて、処理
を必要とするタグ数量と、実際に処理されたタグ数量を明確に認識できることより、実施
された処理の正常性が確認でき、また異常処理も正しく実施され、全体の処理精度が向上
する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１は、本発明の実施形態におけるＲＦＩＤシステムのブロック構成図である。
　作業所などにおける作業全体の流れ等を管理するアプリケーション等の上位システム１
０にＲＦＩＤ制御部１２が接続される。ＲＦＩＤ制御部１２は、本発明の実施形態に即し
た一連の処理を実行する。ＲＦＩＤ制御部１２には、表示デバイスあるいは音声デバイス
１１が接続され、ＲＦＩＤ制御部１２がエラーを検出した場合に、作業者にエラーが発生
した旨を通知する。ＲＦＩＤ制御部１２には、リーダライタ１３が接続され、アンテナ１
４を介して、タグ１６に電波を送信し、タグ１６の情報を読み取る。タグ１６は、パレッ
ト１５に搭載された各物品等に取り付けられる。物品はパレット１５に載せられたものを
単位として作業工程を流れていく。パレット１５に載せられた物品がアンテナ１４の前を
通るとき、リーダライタ１３は、物品やパレット１５に取り付けられたタグの情報を読み
取る。タグの情報を読み取るときは、パレット１５に載せられた全ての物品に取り付けら
れたタグの情報とパレット１５に取り付けられたタグの情報を連続して読み取る。このよ
うに、パレット等の単位で複数のタグに連続してアクセスして情報を取得するアクセスの
仕方を一括アクセスという。
【０００８】
　図２は、本発明の第１の実施形態を説明する図である。
　本発明の第１の実施形態においては、物品に貼付したタグの一括アクセス作業において
使用する、台車（またはパレット等）の上に、タグを設置する。物品上のタグを一括アク
セスする際、台車上のタグも合わせてアクセスし、書き込まれている情報（台車あるいは
パレット等に本来載せられているべき物品の数等を示す）を読み取ることにより、台車に
搭載されている物品上のタグ数量を認識する。この情報と実際にアクセスされた物品上の
タグ数量を比較することにより、一括アクセスの正常性を評価する（認識できなかったタ
グの有無を判断する）。
【０００９】
　すなわち、第１の実施形態においては、パレット上にタグを設置する。タグの貼付され
た物品を台車に搭載する際、搭載した物品の数量をパレット上のタグに書き込む（その他
台車ID等の情報も格納）。パレットに搭載された物品に貼付されたタグに対して一括アク
セスを実施する際、台車上のタグに書かれた数量情報を読み取る。アクセスした物品添付
タグの数量をカウントする。上記２つの情報を比較する。比較処理においては、以下の通
りとする。
・数量情報 =物品添付タグアクセス数
　　正常終了
・数量情報 >物品添付タグアスセス数
　　アクセスできなかった物品添付タグあり
・数量情報 <物品添付タグアクセス数
　　あり得ない a 異常処理
【００１０】
　図２の場合、パレット上タグの数量情報= 3、物品貼付タグアクセス数 = 3となれば、
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正常であると判断する。物品貼付タグアクセス数 が 2以下となった時は、読み取れなか
ったタグがあると判断する。物品貼付タグアクセス数 が 4以上となった時は、異常であ
るとし、作業者へエラーを通知する。
【００１１】
　図３は、本発明の第１の実施形態におけるリーダライタの行う一括アクセス処理のフロ
ーチャートである。
　まず、ステップＳ１０において、パレット上のタグより数量情報を読み取り、パレット
上のタグの数量情報を格納する。ステップＳ１１において、物品に取り付けられたタグの
数を数え、物品に貼り付けられたタグのアクセス数として、カウント情報を格納する。ス
テップＳ１０とＳ１１は、パレット単位で一括アクセスを行う。ステップＳ１２において
、パレット上のタグの数量情報と、物品に貼り付けられたタグのアクセス数とを比較し、
両者が等しいか否かを判断する。ステップＳ１２の判断がＹｅｓの場合には、正常である
として処理を終了する。ステップＳ１２の判断がＮｏの場合には、ステップＳ１３におい
て、アクセス回数は規定回数内か否かを判断する。このアクセス回数というのは、ステッ
プＳ１２の判断で正常でないと判断された場合には、再び、アンテナの前を、パレットを
通過させるように作業者に指示する通知がなされるので、このパレットを通過させる回数
をアクセス回数としている。そして、パレットを通過させる回数が、予め決められた規定
回数内であるか否かをステップＳ１３では判断していることになる。ステップＳ１３の判
断がＹｅｓの場合には、作業者に再び、パレットを元に戻させ、アンテナ前を通過させる
ように指示を出し、ステップＳ１０に戻る。ステップＳ１３の判断がＮｏの場合には、異
常であるとして、ステップＳ１４において、作業者にエラーであることを通知し、処理を
終了する。
【００１２】
　図４は、本発明の第２の実施形態を説明する図である。
　第２の実施形態においては、台車上の物品が搭載される位置（複数）にタグを設置する
。そして、台車ID（同一台車内では共通）の他、０から順にインクリメントした数量情報
を個々のタグに順に格納する（搭載されない位置にも1個を設置 - 最大値が格納される）
。タグが貼り付けされた物品を台車に搭載することにより、台車上のタグは順に遮蔽され
るようにする（物品そのものによる遮蔽、あるいは搭載時に遮蔽される機構を台車に設け
る）。台車への物品の搭載は、数量情報の小さいタグ上から順に行う。台車上の物品に貼
り付けされたタグに対して一括アクセスを実施する際、台車上のタグに書かれた数量情報
を読み取り、その中の最小のものを基準とする。アクセスした物品貼付タグの数量をカウ
ントする。上記２つの情報を比較する。比較の結果、以下のように判断する。
・基準数量情報 =物品貼付タグアクセス数
　　正常終了
・基準数量情報 >物品貼付タグアクセス数
　　アクセスできなかった物品貼付タグあり
・基準数量情報 <物品貼付タグアクセス数
　　あり得ない状態（台車上以外のタグアクセス?）
【００１３】
　図４の場合、台車上タグの数量情報の最小（=基準）= 3、物品貼付タグアクセス数 = 3
の場合は、正常とする。物品貼付タグアクセス数 が 2以下となった時、検出できなかっ
たタグがあるとする。物品貼り付けタグアクセス数 が 4以上となった時は、異常（台車
上以外のタグを読み込んでしまったか？）と判断する。
【００１４】
　図５は、第２の実施形態におけるリーダライタの行う一括アクセス処理のフローチャー
トである。
　ステップＳ２０において、台車上の複数のタグより数量情報を読み込み、複数の数量情
報の内、最小値を基準数量情報として格納する。ステップＳ２１において、物品貼り付け
のタグ数をカウントし、物品貼り付けタグアクセス数としてカウント情報を格納する。ス
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テップＳ２０とＳ２１は、一括アクセスで行う。ステップＳ２２において、基準数量情報
と物品貼り付けタグアクセス数とを比較し、両者が等しいか否かを判断する。ステップＳ
２２の判断がＹｅｓの場合には、処理を終了する。ステップＳ２２の判断がＮｏの場合に
は、ステップＳ２３において、アクセス回数は規定回数内か否かを判断する。ステップＳ
２３の判断がＹｅｓの場合には、ステップＳ２０に戻る。ステップＳ２３の判断がＮｏの
場合には、ステップＳ２４において、エラー処理を行い、処理を終了する。
【００１５】
　図６は、本発明の第３の実施形態を説明する図である。
　第３の実施形態においては、台車上の物品が搭載される位置（複数）にタグを設置する
。台車ID（同一台車内では共通）の他、台車上に搭載可能数量の情報を個々のタグに格納
する。タグの貼付された物品を台車に搭載することにより、台車上のタグは順に遮蔽され
るようにする（物品そのものによる遮蔽、あるいは搭載時に遮蔽される機構を台車に設け
る）。台車への搭載順序は、特に規定しない。台車上の物品に貼付されたタグに対して一
括アクセスを実施する際、台車上のタグに書かれた数量情報を読み取り、認識された台車
上タグの数量をカウントする。アクセスした物品貼付タグの数量をカウントする。そして
、上記３つの情報を比較する。比較の結果によって以下の通り判断する。
・数量情報 =物品貼付タグアクセス数 + 台車上タグアクセス数
　　正常終了
・基準数量情報 >物品貼付タグアクセス数+ 台車上タグアクセス数
　　アクセスできなかった物品貼付タグあり
・基準数量情報 <物品貼付タグアクセス数+ 台車上タグアクセス数
　　あり得ない状態（台車上以外のタグアクセス？）
【００１６】
　図６の場合は、台車上タグの数量情報 = 8、物品貼付タグアクセス数（=3） + 台車上
タグアクセス数（=6） - 1 = 8となると、正常であると判断する。装置添付タグアクセス
数 + 台車上タグアクセス数 - 1 が 7以下となった時、読み取れなかったタグがあると判
断する。物品貼付タグアクセス数 + 台車上タグアクセス数 - 1 が9以上となった時、異
常状態であると判断する。
【００１７】
　図７は、第３の実施形態におけるリーダライタの行う一括アクセス処理のフローチャー
トである。
　ステップＳ３０において、台車上タグより数量情報を読み取り、台車上タグの数量情報
を格納する。ステップＳ３１において、物品貼り付けのタグ数をカウントし、物品貼り付
けタグアクセス数としてカウント情報を格納する。ステップＳ３２において、台車上のタ
グ数をカウントし、（カウント情報－１）を台車上のタグアクセス数として格納する。ス
テップＳ３０～Ｓ３２は一括アクセスのなかで行う。ステップＳ３３において、数量情報
＝（物品貼り付けタグアクセス数）＋（台車上タグアクセス数）が成り立つか否かを判断
する。ステップＳ３３の判断がＹｅｓの場合には、正常であるとして処理を終了する。ス
テップＳ３３における判断がＮｏの場合には、ステップＳ３４において、アクセス回数は
規定回数内か否かを判断する。ステップＳ３４の判断がＹｅｓの場合には、ステップＳ３
０に戻って、再びタグへのアクセスを行い、Ｎｏの場合には、ステップＳ３５において、
エラー処理を行って、処理を終了する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態におけるＲＦＩＤシステムのブロック構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態を説明する図である。
【図３】本発明の第１の実施形態におけるリーダライタの行う一括アクセス処理のフロー
チャートである。
【図４】本発明の第２の実施形態を説明する図である。
【図５】第２の実施形態におけるリーダライタの行う一括アクセス処理のフローチャート
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である。
【図６】本発明の第３の実施形態を説明する図である。
【図７】第３の実施形態におけるリーダライタの行う一括アクセス処理のフローチャート
である。
【符号の説明】
【００１９】
　１０　　　上位システム
　１１　　　表示デバイスあるいは音声デバイス
　１２　　　ＲＦＩＤ制御部
　１３　　　リーダライタ
　１４　　　アンテナ
　１５　　　パレット
　１６　　　タグ

【図３】 【図５】
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